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さいたま市地方記者クラブ（市役所２階） 

■気を緩めず感染拡大防止対策を進める 

 新型コロナウイルス感染症につきましては、

決して楽観できる状況にはないと認識しており

ます。感染の再拡大を防ぎながら、社会経済

活動を回復させていくため、引き続き気を緩め

ることなく、市民の皆様と一丸となって感染拡

大防止対策を進めてまいります。 

 ワクチン接種につきましても、感染予防や重

症化予防に効果がある３回目接種を確実に進

めるとともに、６０歳以上の方や、１８歳以上５９

歳以下の基礎疾患を有する方等への、４回目

接種を速やか に実施できるよう準備を進めて

まいります。 

■感染拡大防止と社会経済活動の両立 

 今後も、市民の皆様の命や生活を守ることを

最優先に、感染再拡大や新たな変異株の発生

など、あらゆる事態に迅速かつ的確に対応して

いくとともに、ポストコロナ＊１を見据えながら、

市内経済の回 復、活性化のための取組を進

め、感染拡大防止と社会経済活動の両立を

図ってまいります。 

■本市が全国初「脱炭素先行地域」 

 ４月２６日に本市は、国より全国で初めてとな

る脱炭素先行地域として、他の２５地域ととも

に選定されました。この脱炭素先行地域は、２

０５０年カーボンニュートラル＊２に向け、地域特

性に応じた先行的な取組を実施し、２０３０年度

までに民生部門の電力消費に伴う二酸化炭素

の実質ゼロを実現することで、脱炭素の取組を

全国へと広げていくモデルとなるものです。 

■公民学共創でゼロカーボンシティ実現 

 本市は、国に先駆けて令和２年７月に、２０５

０年までに二酸化炭素排出実質ゼロ、いわゆ

るゼロカーボンシティを目指していくことを表明

し、市民、事業者、行政等のあらゆる主体と連

携、共創＊３しながら、一丸となって脱炭素社会

に向けた持続可能な都市の実現に取り組んで

まいりました。こうした中、本市が埼玉大学、芝

浦工業大学、東京電力パワーグリット株式会

社埼玉総支社とともに提案した、「さいたま発

の公民学によるグリーン共創モデル」は、自治

体主導の共創モデルとして、全国の自治体へ

横展開が可能なものと考えております。 

今後も、２０５０年ゼロカーボンシティの実現に

向けて、国や民間企業等の様々なステークホ

ルダー＊４と連携を強化しながら、公民学共創に

より取り組んでまいります。 

■待機児童ゼロ達成 

 次に、４月１日現在の本市の保育所等利用

待機児童数がゼロとなりました。これは平成２

９年度以来５年ぶりのことであります。子育て

世代の社会増が続く本市にとって、待機児童

ゼロの実現は一貫して重要課題であり、認可

保育所等の整備や送迎保育ステーションの設

置を進めるとともに、子育て支援型幼稚園や認

定こども園を拡充するなど、多様な保育の受け

皿確保に積極的に取り組んでまいりました。そ

の結果、利用申込者数が過去最多となる中に

おいても、待機児童ゼロを達成できたものと考

えております。 

■子育て楽しいさいたま市実現へ 

 待機児童ゼロの維持に向けては、多様な保

育の受け皿確保だけでなく、保育人材の確保

や、保育に係る相談支援体制の強化を進め、 

「子育て楽しいさいたま市」を実現するため、安

心して子育てできる環境整備に全力で取り組

んでまいります。 

■誰一人取り残さない包括的な支援 

●子ども家庭総合支援拠点＊５ ４月１日開設 

 身近な場所で子育て全般に関する相談や児

童等への必要な支援を実施する。 

●福祉まるごと相談窓口＊６ ６月1日開設 

 福祉の総合相談窓口として複合的な課題を

抱えている方等の相談を受ける。 

 これらの窓口の開設を通じて、ケアラー＊７・ヤ

ングケアラー＊８などを含め様々な課題を抱えて

いる方への相談体制を強化、誰一人取り残さ

ない包括的な支援の充実を図ってまいります。 

 

(令和４年６月１日 市議会本会議場） 

県民公論の 

マスコット 

コロンちゃんが 

解説します。 

＊１.「ポストコロナ」＝コロ

ナ禍が終息した後の日々。 

＊２.「カーボンニュートラ

ル」＝温室効果ガス排出量

を削減し、削減できなかっ

たガスを除去して実質ゼ

ロにすること。 

＊３.「共創」＝いろいろな

立場の人々が協働して、共

に新しい成果を創り上げる

こと。 

＊４.「ステークホルダー」 

＝利害関係者。 

＊５.「子ども家庭総合支援

拠点」＝各区役所の「支援

課」に設置。 

＊６.「福祉まるごと相談窓

口」＝各区役所の「福祉

課」に設置。 

＊７.「ケアラー」＝高齢、身

体上・精神上の障害・病気

などにより援助を必要と

する親族、友人その他の身

近な人に対して、無償で介

護、看護、日常生活上のお

世話、その他の援助をして

いるひと。 

＊８.「ヤングケアラー」＝ 

１８歳未満のケアラー。 


